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【出所】ブルームバーグからの提供データ等に基づき、りそなアセットマネジメントが作成

金（ゴールド）価格の急落と今後の見通しについて

マーケット・レポート

金の急落は、米ＦＲＢ議長人事を材料とした一時的調整

金（ゴールド）価格と中央銀行の金購入の推移

ロシアのウクライナ侵攻
（2022年2月）

■ 金スポット価格は1月28日に付けた最高値5417ドルから14%下落（2月2日時点）

■ FRB*1新議長は緩和に消極的≒ドル安見通しが後退､との見方が広がり利益確定売り膨らむ

■ 足元の調整は急上昇の反動｡国際情勢の不安定化等で安全資産「金」への需要増が続く見通し

2月2日の米国市場で､ニューヨーク金スポット価格は4661.38ドル/ﾄﾛｲｵﾝｽ（NY時間

17時）と続落。１月28日に付けた史上最高値5417.21ドルから14%下落しました。

急落のきっかけは、トランプ大統領が30日、FRB次期議長にケビン・ウォーシュ元FRB
理事を指名したことです。ウォーシュ氏は候補者の中で、利下げに最も慎重とみられて
いたため､ドル安見通しが後退し､金買いの勢いが目先は鈍化するとの見方が広がり､
利益確定売りにつながりました。今年に入り金価格は25%以上上昇（1月28日時点）するな
ど過熱感が高まっていたこともあり､下げ幅が拡大したものとみられます。

足元、価格変動率が高まっている金ですが、”安全資産”として今後も需要の増大が続く
と予想されます。 1)インフレによる通貨価値の目減りが続く中、金の相対的な価値は今
後も上昇が見込まれること、2)国際紛争など地政学リスクの高まりで「有事の金買い」
が続くと見込まれること、3)世界の分断が進みドルに代わる安全な“準備資産”として、
中央銀行などによる購入が今後も続くことが予想されます。
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〈補足〉

*1 FRB … 連邦準備制度理事会 （Federal Reserve Board） 。 米国の中央銀行の意思決定機関にあたる。


